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はじめに 

  

 国は、平成 26 年 11 月に「まち・ひと・しごと創生法」を制定し、地方創生の諸施策を

展開していくこととしています。本県においても人口減少が続き、地域の存続そのものが

危惧される現在、持続可能な地域をつくっていくために、これまでのような行政主体でで

はなく住民主体の地域づくりへと転換を図り、住民一人一人が当事者意識をもって地域に

おける課題解決に向けて行動する「地域づくりを担う人づくり」が急務であると考えます。 

 

 このような中、島根県社会教育委員の会は、平成 27 年５月 29 日に『地方創生の実現に

向け、「地域づくりを担う人」づくりを進める島根県の社会教育行政の在り方』について島

根県教育委員会から諮問を受けました。「地域を担う人」づくりにおける社会教育への役

割・期待は大きく、学びをとおした人づくりを進め、人と人とのつながりによるコミュニ

ティを形成していくことが求められます。 

 

 島根県社会教育委員の会では、作業部会を設置し、本会議で３回、作業部会を４回、計

７回に渡って、諮問に対する協議を重ね、諮問に対し答申することとしました。答申では、

これまでの取組を振り返り、成果と課題を踏まえながら、今後の「社会教育で進める地方

創生」についての方策を示しました。 

 

 本答申を具現化するために、社会教育委員の会として、社会教育委員連絡協議会と連携

を図りながら、社会教育委員の役割を再確認し、社会教育行政とともに汗をかきながら、

「地域を担う人づくり」を推進していく必要があると考えています。県教育委員会におか

れましては、本答申の趣旨を今後の施策や事業等に反映し、地方創生に向け、「地域づくり

を担う人づくり」を推進するための体制を整備することを期待します。 

  

平成２８年６月２２日 

島根県社会教育委員の会 

                           会長 有馬 毅一郎 


